
医師と医療関係職種・事務職員等における役割分担

部署 関係する項目 令和7年度 取り組む目標・達成評価 令和8年度 取り組む目標

着護部 入院及び病状説明
静脈採血の実施
退院調整

・病状説明及び療螢生活の説明において、補足説明を行うことで
患者添えるよう努める
。医師の指示に基づく、安全な採血等の実施
。多贈種カンファレンスを行うことで、退院後の生活を見据えた
支援の強化

評価90%

。診療の補助・ 説明補助・情報整理などを行う事で患者に添える
よう努める
。診療に必要な情報を簡潔かつ明確に医師に伝達出来るように、

申し送り
・ 記録・ 報告の質の向上
。看護業務の見直 し、標準化を行い医師、看護師双方の無駄な業務を
減少させる
。アセスメン トカ、判断力を高め、医師への報告相談の質を
向上させる
。教育・ 研修を通 して、自立 して対応できる薔護師の育成を図る
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・医薬品情報等の迅速な情報提供
(新規採用情報/添付文書改訂内

・ メーカー変更や同効薬の採用など迅速に行い、医薬品の確保
に努める
・ 患者から得られた情報を、医師にフイー トパ ックできるよう
にする (付箋など活用)
・重複投与や副作用などの有無がないか確認し、医師に報告する
ようにする
。新しいレジメンの登録、説明用バンフレットなどの準備を行い、
円滑に化学療法が進められるようにする
。指示出しの一元化を行えるよう統一した書式を作成するTDMの
代行オーダーなど院内プロトコールの作成

評価80%

メーカー変更や同効薬の採用など迅速に行い、医薬品の

確保に努める
患者から得られた情報を、医師にフィー ドバ ックできる

ようにする (付箋など活用)
重複投与や副作用などの有無がないか確認し、医師に報
告するようにする
指示出しの一元化を行えるよう統一した書式を作成する
TDMの代行オーダーなど院内プロトコールの作成

栄贅部 栄費管理
栄贅指導

使用する経腸栄養剤の種類の選択や変更等を

評価80%

、その食事内容や

じその食事内容や食事形態を

もと、通切な実施時期を

・疾病に合わせた食種の選択、栄養維持・改善のための
食事内容や食事形態の選択と提案
・特別食対応や低栄養、喋下、機能低下患者の栄贅指導指示

リハビリ
テーション部

リハビリが必要な患者の指示漏
れを軽減させるための働きかけ
リハビリ介入患者への評価に基
づく安静度や食形態変更に対す
るサポート

・特 |こ脳卒中、整形術後などの殆どの症例で指示のある疾患に
対して、指示のないケースの病棟との情報共有と回診での相談に
よるチーム医療を徹底する。該た、消化器/循環器/泌尿器に
関しても回診等で情報を共有し、リハビリの必要な患者の
指示漏れに対応する
・安静度や食形態の変更に対する基準の明確化と判断困難例の医師
/詈護師等との検討による判断の徹底

評価lCЮ%

歯科衛生部

・各種評価データや指示内容を下書きし代行、補助する

ことで、医師の書類作成時間を最小化する。
・療法■の専門的な評価に基づき、安静度の拡大や食形態の

ステップアップ案を提示し、医師による決定や指示が

迅速化できるよう支援する。

継続実施初診時の予診の実施に関するこ

入院の説明の実施に関すること
その他

と
【医師から依頼があつた患者のみ】
。□腔観察/カルテ入力 (その他記録)
・持参物品について説明 (義歯、咬合床ケア用品等)
。病診連携 歯科 診療情報提供薔作成 (下書き)
。地域歯科医師への連絡等
・ 訪間歯科受診調整 家族への説明/連絡 歯科医師への連絡
/調整
・ NST関 連、口腔観察、□腔情報の入力

評価 100%

臨床検査部 ・緊急検査への迅速な対応 継続実施。保険点数の通らない様な頻繁な検査や病態に則さない検査が

あつた場合は、密にDrとの連絡をとり検査の減少をはかり、
検査を行える人員を増加させると共に検査数 |こあつた検査機器の

購入を検討する

評価90%

放射線部 検査手順の説明の実施 ・ 患者さんに検査データ結果を詳細説明実施し、医師の

負担軽減する
・機器の操作方法等の説明を行い、医師の診療をサポートする
。各検査に関する問い合わせや、患者への検査説明を行う
。医師の指示に基づき、医療機器を使用した治療において

患者説明を行い医師の負担を軽減する

評価90%

カテーテル :彗護師への指導
HC∪ :人工町吸器管理として、医師への提言、
血液透析 :エ コー業務強化によるシャント管理

〔AS業務 :CPAP使用 トラフル時の患者説明
ベースメーカ業務 :系列病院患者へのペースメーカチエツク

・ 継続実施

臨床工学部

・ ペースメーカ業務に関する
患者指導と医師への提言
(臨床工学技■の告示研修を
修了した者が施行の認定を
受けることが可能 )
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カテ室における電気的刺激を負荷するための操作
人工呼吸器装彗患者のAラ インから採血
集中治療室での輸液ボンプ/シ リンジボンプの操作
超音波診断装置によるパスキュラーアクセスの流量篭Q響:毀
医療機器購入選定/情報収集          評価80%

・ 継続実施内視鏡部 ・ 検査手順の説明の実施に関する
こと
・静脈採血等の実施に関すること
・検査の受付に関す ること
。内視鏡検査後りカパリー室への
患者搬送に関すること
。病理に関すること
。内視鏡関連の入力に関すること 他部署の状況を重み、積極的に

評価10Э%

た場合、積極的に国指定の

を

シフタ ス

・ 継続実施事務部 。医師事務作業補助体制 医師事務作業補助者を有効に配置 し、医師の負担軽減を図る

各種申請において代行が可能な医師事務を積極的に行う

評価90%

医師の動務体制等に係る取り組み

施設基準が求める業務 取り組む目標

●勤務計画上、連続当直を行わない勤務体制の実施
●前日の終業時刻と翌日の始業時刻の間の一定時間の休息時間の確保
●予定手術前日の当直や夜動に対する配慮
●当直翌日の業務内容に対する配慮
●交替勤務制 。複数主治医制の実施
●育児・ 介饉休業法第23条第 1項、同条第3項又は、同法第24条の規
定による措置を活用 した短時間正規雇用医師の活用

に周知する

令和8年度 阪和記念病院 医師の負担軽減及び処遇改善に資する計画

岡a阪和記念病院
tパロ,HANWA MEMORIAL HOSPITAL


